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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第58期

第２四半期累計期間
第59期

第２四半期累計期間
第58期

会計期間
自 平成24年 ４月１日
至 平成24年 ９月30日

自 平成25年 ４月１日
至 平成25年 ９月30日

自 平成24年 ４月１日
至 平成25年 ３月31日

売上高 (千円) 1,687,067 1,509,331 3,209,778

経常利益又は経常損失（△） (千円) 12,873 △21,550 △9,484

当期純利益又は四半期純損失
（△）

(千円) △1,229 △42,279 2,034

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 1,226,650 1,226,650 1,226,650

発行済株式総数 (株) 5,160,000 5,160,000 5,160,000

純資産額 (千円) 3,523,173 3,457,484 3,537,376

総資産額 (千円) 4,560,910 4,453,919 4,555,142

１株当たり当期純利益金額又は
四半期純損失金額（△）

(円) △0.25 △8.79 0.42

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 77.2 77.6 77.7

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 135,785 79,155 225,403

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △76,410 △25,949 △1

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △95,372 △56,177 △123,935

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,727,379 1,870,260 1,871,690

　

回次
第58期
第２四半期
会計期間

第59期
第２四半期
会計期間

会計期間
自　平成24年７月１日
至　平成24年９月30日

自　平成25年７月１日
至　平成25年９月30日

１株当たり四半期純損失金額
(△)

(円) △8.37 △14.48

(注)　１  当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結経営指標等の推移については記載しておりませ

ん。
 ２　当社は関連会社を有していないため、持分法を適用した場合の投資利益については、記載しておりません。
 ３  売上高には消費税等は含まれておりません。

 ４ 第58期第２四半期累計期間及び第59期第２四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

ついては、１株当たり四半期純損失であり、また潜在株式が存在しないため記載しておりません。
 ５ 第58期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。
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２ 【事業の内容】

　

当第２四半期累計期間において、当社が営んでいる事業の内容に重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有

価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善の動きがみられるほか、設備投

資も、非製造業を中心に持ち直しつつあり、景気は緩やかに回復して来ております。また、企業の業況

感も輸出や生産の持ち直しを背景に改善に向かっております。

ビジネスフォーム業界におきましては、企業の販売促進費の抑制や電子化による需要の減少及び競争

激化による価格の下落の影響を受けて、引続き厳しい環境が続いております。

このような状況下、営業部門におきましては、BPOビジネスの取り込みを図るために既存取引先への

深耕活動や新規取引先の開拓活動を展開してまいりました。また、更なる取引拡大の為、中央官庁をは

じめ市町村、外郭団体への活動も一層強化してまいりました。

生産部門におきましては、効率的な設備の導入に加え、部門間の人員交流を進める事により、人件費

の抑制及び人員の有効活用を図ってまいりました。購買活動におきましては、資材の購入先や購入方法

の見直し物流体制や方法の見直しを行い、コスト低減を図ってまいりました。

しかしながら、生産部門の収益改善は一定の効果を見ましたが、売上減少による収益の減少を補う事

はできませんでした。

その結果、当第２四半期累計期間における業績は、売上高が1,509百万円（前年同期は1,687百万

円）、経常損失は21百万円（前年同期は12百万円の経常利益）、四半期純損失は42百万円（前年同期は

1百万円の四半期純損失）となりました。

　

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

① ビジネスフォーム事業

企業の販売促進費の抑制による需要の減少及び価格競争激化の影響が大きく、既存取引先へよ

り一層の深耕活動等を行いましたが、売上高は前年同期と比べ136百万円減少の998百万円（前年

同期は1,134百万円）、セグメント利益は105百万円の利益（前年同期は130百万円）となりまし

た。

　

② 情報処理事業

新規案件獲得に幅広く活動しましたが、金融関連の総需要量の減少並びに電子化の進行の影響

は大きく、売上高は前年同期と比べ41百万円減少の510百万円（前年同期は552百万円）、セグメ

ント利益は37百万円の利益（前年同期は40百万円）となりました。
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(2) 財政状態の分析

　当第２四半期会計期間末における流動資産は前事業年度末と比べ63百万円減少し、2,494百万円とな

りました。これは主に「仕掛品」が7百万円増加し、「受取手形及び売掛金」が68百万円減少したこと

によるものです。

　固定資産は前事業年度末と比べ37百万円減少し、1,959百万円となりました。これは「有形固定資

産」及び「無形固定資産」の取得により22百万円、「投資その他の資産」に含まれる「投資有価証券」

が13百万円、「保険積立金」が12百万円増加があったものの、減価償却により「有形固定資産」が69百

万円、「無形固定資産」が15百万円それぞれ減少したことによるものです。

　流動負債は前事業年度末と比べ12百万円減少し、776百万円となりました。これは主に「短期借入

金」が26百万円増加したものの、「買掛金」が23百万円、「未払法人税等」が7百万円、「その他」に

含まれる「割賦未払金」が11百万円、それぞれ減少したことによるものです。

　固定負債は前事業年度末と比べ8百万円減少し、220百万円となりました。これは主に「役員退職慰労

引当金」が3百万円、「その他」に含まれる「繰延税金負債」が5百万円それぞれ増加し、「その他」に

含まれる「リース債務」が17百万円減少したことによるものです。

　純資産の部は前事業年度末と比べ79百万円減少し、3,457百万円となりました。これは主に「利益剰

余金」が90百万円減少したことによるものです。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物は、営業活動により79百万円の収入、投資活動に

より25百万円、財務活動により56百万円の支出となった結果、前事業年度末に比べ1百万円減少し1,870

百万円となりました。

　

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期累計期間は、税引前四半期純損失37百万円に主に非現金支出費用の減価償却費84百万

円、売上債権の減少額68百万円を加算し、仕入債務の減少額23百万円、法人税等の支払額11百万円を減

算したことにより、営業活動によるキャッシュ・フローは79百万円の収入（前年同四半期は135百万円

の収入）となりました。

　

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期累計期間は、主に有形固定資産の取得による支出5百万円、無形固定資産の取得による

支出8百万円、保険積立金の増加による支出16百万円により、投資活動によるキャッシュ・フローは25

百万円の支出（前年同四半期は76百万円の支出）となりました。

　

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期累計期間は、短期借入金が30百万円増加し、リース債務の返済による支出23百万円、

セールアンド割賦バック取引による支出11百万円、配当金の支払額47百万円などにより、財務活動によ

るキャッシュ・フローは56百万円の支出（前年同四半期は95百万円の支出）となりました。
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(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

 当第２四半期累計期間の研究開発費の総額は2百万円であります。

　

(6) 従業員数

当第２四半期累計期間において、従業員数に著しい増減はありません。

　

(7) 生産、受注及び販売の実績

当第２四半期累計期間において、生産、受注及び販売実績に著しい変動はありません。

　

(8) 主要な設備

当第２四半期累計期間において、主要な設備の著しい変動及び主要な設備の前事業年度末における計

画に著しい変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 20,640,000

計 20,640,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 5,160,000 5,160,000
東京証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は1,000株であり
ます。

計 5,160,000 5,160,000 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年９月30日 ― 5,160,000 ― 1,226,650 ― 1,171,200
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(6) 【大株主の状況】

　 　 平成25年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

山田株式会社
京都市下京区新町通高辻上る岩戸山町435番
地

700 13.56

川瀬　清 大阪府箕面市 413 8.00

山田　芳弘 京都市右京区 400 7.75

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内１丁目６－６ 328 6.35

川瀬　三郎 兵庫県西宮市 198 3.85

星光ビル管理株式会社 大阪市中央区伏見町４丁目４－１ 164 3.17

大星ビル管理株式会社 東京都文京区小石川４丁目２２－２ 164 3.17

山田　幸司 京都市右京区 154 2.98

株式会社ＩＳＥ 東京都中央区日本橋兜町７－１５ 129 2.50

山田　眞沙子 京都市右京区 125 2.42

計 ― 2,776 53.75

(注) １ 「発行済株式総数に対する所有株式数の割合」は、小数点第３位を切り捨てております。

２　当社は自己株式347千株(発行済株式数に対する所有割合6.73％）を保有しておりますが、上記の大株主から

除いております。

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成25年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 347,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式4,806,000 4,806 ―

単元未満株式 普通株式 7,000 ― １単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 5,160,000 ― ―

総株主の議決権 ― 4,806 ―

(注) １ 「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株含まれておりま

す。また、「議決権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数１個が含まれておりま

す。

２ 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式656株が含まれております。

３　当第２四半期会計期間末の当社所有自己株式は347,656株であります。
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② 【自己株式等】

　 　 平成25年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
カワセコンピュータ
サプライ株式会社

大阪市中央区今橋
２―４―10
大広今橋ビル

347,000 ― 347,000 6.72

計 ― 347,000 ― 347,000 6.72

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間までの役職の異動は次のとおりです。

役職の異動
　

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

取締役　生産本部長 取締役　営業部長 岩上　光男 平成25年７月１日

取締役　東日本営業副本部長 取締役　生産本部管掌 吉村　泰明 平成25年７月１日
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第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内

閣府令第63号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間(平成25年７月１日か

ら平成25年９月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成25年４月１日から平成25年９月30日まで)に係る

四半期財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,951,690 1,950,260

受取手形及び売掛金 508,258 439,472

商品及び製品 26,689 29,553

仕掛品 8,770 16,003

原材料及び貯蔵品 20,450 22,607

その他 42,788 36,848

貸倒引当金 △84 △116

流動資産合計 2,558,564 2,494,628

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 413,093 395,824

土地 523,057 523,057

その他（純額） 424,601 386,115

有形固定資産合計 1,360,752 1,304,997

無形固定資産 86,435 79,715

投資その他の資産
※1 549,391 ※1 574,578

固定資産合計 1,996,578 1,959,291

資産合計 4,555,142 4,453,919

負債の部

流動負債

買掛金 155,865 132,502

短期借入金 416,720 443,400

未払法人税等 15,890 8,356

賞与引当金 43,816 48,134

その他 156,639 143,911

流動負債合計 788,931 776,304

固定負債

退職給付引当金 41,165 40,462

役員退職慰労引当金 25,841 29,835

その他 161,828 149,833

固定負債合計 228,835 220,130

負債合計 1,017,766 996,435
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（単位：千円）

前事業年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成25年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,226,650 1,226,650

資本剰余金 1,172,655 1,172,655

利益剰余金 1,213,703 1,123,291

自己株式 △85,961 △86,160

株主資本合計 3,527,047 3,436,436

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 10,328 21,047

評価・換算差額等合計 10,328 21,047

純資産合計 3,537,376 3,457,484

負債純資産合計 4,555,142 4,453,919
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(2)【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

売上高 1,687,067 1,509,331

売上原価 1,253,994 1,089,759

売上総利益 433,073 419,572

販売費及び一般管理費
※1 435,765 ※1 456,663

営業損失（△） △2,692 △37,091

営業外収益

受取利息 124 128

受取配当金 2,756 1,318

助成金収入 13,821 12,432

為替差益 － 1,540

その他 8,008 6,309

営業外収益合計 24,711 21,729

営業外費用

支払利息 6,987 5,893

為替差損 1,910 －

その他 248 294

営業外費用合計 9,145 6,188

経常利益又は経常損失（△） 12,873 △21,550

特別利益

固定資産売却益 8,119 －

その他 589 －

特別利益合計 8,709 －

特別損失

固定資産除却損 177 －

投資有価証券評価損 15,898 3,680

社葬費用 － 11,277

その他 － 1,277

特別損失合計 16,076 16,235

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） 5,505 △37,786

法人税、住民税及び事業税 6,735 4,492

法人税等合計 6,735 4,492

四半期純損失（△） △1,229 △42,279
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失
（△）

5,505 △37,786

減価償却費 92,460 84,990

貸倒引当金の増減額（△は減少） △24 191

賞与引当金の増減額（△は減少） 3,067 4,318

退職給付引当金の増減額（△は減少） 1,189 △703

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △7,898 3,994

受取利息及び受取配当金 △2,881 △1,446

支払利息 6,987 5,893

有形固定資産売却損益（△は益） △8,119 －

有形固定資産除却損 177 －

投資有価証券評価損益（△は益） 15,898 3,680

売上債権の増減額（△は増加） 117,342 68,785

たな卸資産の増減額（△は増加） △9,570 △12,252

仕入債務の増減額（△は減少） △51,670 △23,363

その他 △14,236 △1,072

小計 148,229 95,229

利息及び配当金の受取額 2,879 1,448

利息の支払額 △6,916 △5,863

法人税等の支払額 △8,405 △11,659

営業活動によるキャッシュ・フロー 135,785 79,155

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） 10,000 －

有形固定資産の取得による支出 △69,667 △5,500

有形固定資産の売却による収入 1,428 －

無形固定資産の取得による支出 △3,912 △8,468

投資有価証券の取得による支出 △587 △586

保険積立金の積立による支出 △12,444 △16,370

その他 △1,225 4,975

投資活動によるキャッシュ・フロー △76,410 △25,949

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） － 30,000

長期借入金の返済による支出 △3,320 △3,320

自己株式の取得による支出 － △199

セールアンド割賦バック取引による支出 △22,883 △11,441

リース債務の返済による支出 △20,858 △23,649

配当金の支払額 △48,310 △47,565

財務活動によるキャッシュ・フロー △95,372 △56,177

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,910 1,540

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △37,907 △1,430

現金及び現金同等物の期首残高 1,765,287 1,871,690

現金及び現金同等物の四半期末残高
※1 1,727,379 ※1 1,870,260
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

　

(四半期貸借対照表関係)

　　※１ 資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

　

　
前事業年度

(平成25年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成25年９月30日)

投資その他の資産 12,290千円 12,449千円

　

(四半期損益計算書関係)

　　※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

　

　
前第２四半期累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

給料手当及び賞与 121,431千円 130,989千円

賞与引当金繰入額 22,322千円 23,769千円

役員退職慰労引当金繰入額 4,386千円 3,994千円

賃借料 52,068千円 50,980千円

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

は、次のとおりであります。

　

　
前第２四半期累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

現金及び預金 1,807,379千円 1,950,260千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △80,000千円 △80,000千円

現金及び現金同等物 1,727,379千円 1,870,260千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日
定時株主総会

普通株式 48,382 10 平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第２四半期累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日
定時株主総会

普通株式 48,132 10 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期損益計算
書計上額
（注）２ビシネスフォー

ム事業
情報処理事業 計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 1,134,515 552,552 1,687,067 ― 1,687,067

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 1,134,515 552,552 1,687,067 ― 1,687,067

セグメント利益又は損失(△) 130,096 40,310 170,407 △173,099 △2,692

（注）１.「調整額」の区分は全社費用を記載しております。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費

であります。

 ２.セグメント利益は四半期財務諸表の営業損失と調整を行っています。

　

Ⅱ 当第２四半期累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期損益計算
書計上額
（注）２ビシネスフォー

ム事業
情報処理事業 計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 998,505 510,826 1,509,331 ― 1,509,331

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 998,505 510,826 1,509,331 ― 1,509,331

セグメント利益又は損失(△) 105,038 37,964 143,003 △180,095 △37,091

（注）１.「調整額」の区分は全社費用を記載しております。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費

であります。

 ２.セグメント利益は四半期財務諸表の営業損失と調整を行っています。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第２四半期累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

　　１株当たり四半期純損失金額（△） △0円25銭 △8円79銭

    (算定上の基礎) 　 　

   四半期純損失金額（△）(千円) △1,229 △42,279

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る四半期純損失金額（△）(千円) △1,229 △42,279

   普通株式の期中平均株式数(千株) 4,838 4,812

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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有限責任監査法人トーマツ

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　小　　山　　謙　　司　　印

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　南　　方　　得　　男　　印

独立監査人の四半期レビュー報告書
　

　

平成25年11月11日

カワセコンピュータサプライ株式会社

　取　締　役　会　　　　御　中

　

　
　

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているカ

ワセコンピュータサプライ株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの第59期事業年度の第２

四半期会計期間(平成25年７月１日から平成25年９月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成25年４月１日

から平成25年９月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四

半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半

期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半

期財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含ま

れる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表

に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ

ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお

いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され

た手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、カワセコンピュータサプライ株式会社の平成25年９

月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フロー

の状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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